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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
内視鏡のコネクタ部に着脱自在に取り付けられる内視鏡の防水キャップにおいて、
　弾力性のあるゴム材によってキャップ状に形成された被覆キャップの開口端部の内周面
に円周溝を形成して、金属材又は硬質プラスチック材からなる硬質リングを上記円周溝内
に嵌め込むと共に、上記円周溝の両側土手部を各々上記被覆キャップの内方に向かって突
出する形状に形成したことを特徴とする内視鏡の防水キャップ。
【請求項２】
上記被覆キャップの上記円周溝部分より奥側位置の内周面に沿って、剛性のある材料から
なる筒状の支持筒体が配置されている請求項１記載の内視鏡の防水キャップ。
【請求項３】
上記支持筒体に、上記コネクタ部側に突設されたピンと係合する案内溝が形成されている
請求項１又は２記載の内視鏡の防水キャップ。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は内視鏡の防水キャップに関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡を使用後に洗浄する際には、光源装置やビデオプロセッサ等に接続するためのコ
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ネクタ部が濡れないように、コネクタ部に防水キャップが被せられる。
　そのような内視鏡の防水キャップは、従来は、コネクタ部側と嵌合する金属製の被覆キ
ャップにＯリングを装着した構成になっていた（例えば、特許文献１）。
【特許文献１】特開平５－３００８７０
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかし、内視鏡の洗浄装置は洗浄効果をあげるために高温にして用いられる場合が多く
、洗浄終了後には内視鏡やそれに取り付けられた防水キャップ等も高温になるため、金属
製の被覆キャップは熱くて直接触れることができず、防水キャップを取り外すために手袋
を必要としたり待ち時間を設けるなど円滑に取り扱うことができなかった。
【０００４】
　そこで、防水キャップを金属より熱伝導率の低いゴム材によって形成すれば、ある程度
の高温になっていても触り易く、また構造上はＯリングも省くことが可能になる等のメリ
ットがあるが、軟らかくて開口形状をしっかり維持できないのでコネクタ部に対する取り
付け作業が面倒になってしまう。
【０００５】
　そこで本発明は、弾力性のあるゴム材で形成することによって、ある程度の高温になっ
ても触り易くてＯリング等を省くこともでき、しかも内視鏡のコネクタ部に対して容易に
取り付けることができる内視鏡の防水キャップを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記の目的を達成するため、本発明の内視鏡の防水キャップは、内視鏡のコネクタ部に
着脱自在に取り付けられる内視鏡の防水キャップにおいて、弾力性のあるゴム材によって
キャップ状に形成された被覆キャップの開口端部の内周面に円周溝を形成して、金属材又
は硬質プラスチック材からなる硬質リングを円周溝内に嵌め込むと共に、円周溝の両側土
手部を各々被覆キャップの内方に向かって突出する形状に形成したものである。
【０００７】
　なお、被覆キャップの円周溝部分より奥側位置の内周面に沿って、剛性のある材料から
なる筒状の支持筒体が配置されていてもよく、支持筒体に、コネクタ部側に突設されたピ
ンと係合する案内溝が形成されていてもよい。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、被覆キャップを弾力性のあるゴム材で形成したことによって、高温洗
浄等によりある程度の高温になっても触り易くて取り外しが容易であり、被覆キャップの
開口端部の内周面に円周溝を形成して、金属材又は硬質プラスチック材からなる硬質リン
グを円周溝内に嵌め込むと共に、円周溝の両側土手部を各々被覆キャップの内方に向かっ
て突出する形状に形成したことにより、構造的にＯリング等を省くことができ、しかも、
開口形状をしっかり維持することができて内視鏡のコネクタ部に対して容易に取り付ける
ことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　弾力性のあるゴム材によってキャップ状に形成された被覆キャップの開口端部の内周面
に円周溝を形成して、金属材又は硬質プラスチック材からなる硬質リングを円周溝内に嵌
め込むと共に、円周溝の両側土手部を各々被覆キャップの内方に向かって突出する形状に
形成する。
【実施例】
【００１０】
　図面を参照して本発明の実施例を説明する。
　図１は防水キャップ１０を示しており、弾力性のある例えばシリコンゴム等のようなゴ
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ム材によってキャップ状に形成された被覆キャップ１１の開口端部１１ａの内周面に、全
周にわたる円周溝１１１が形成されている。
【００１１】
　そして、例えばステンレス鋼等のような金属材又は硬質プラスチック材等によって継ぎ
目のない円環状に形成された硬質リング１２が、円周溝１１１に全周にわたって嵌め込ま
れている。ただし、硬質リング１２はＣ字状等のように切れ目を有する形状であっても差
し支えない。
【００１２】
　円周溝１１１の両側土手部１１２，１１３は各々、硬質リング１２の内周面より被覆キ
ャップ１１の内方（軸線に近づく方向）に向かって出っ張る形状に全周にわたって突出形
成されていて、その各稜線部分が滑らかにアール面取りされた形状になっている。
【００１３】
　また、被覆キャップ１１の開口端部１１ａに対して反対側の閉塞端部の内壁部（即ち、
被覆キャップ１１の頂部の内端壁）から内方（軸線と平行方向）に突出形成された略円筒
状の内部突出部１１４の外周部には、被覆キャップ１１の軸線を中心とする環状シール部
１１５が全周にわたって突出形成されており、これら、円周溝１１１、土手部１１２，１
１３、内部突出部１１４及び環状シール部１１５が、被覆キャップ１１と一体にゴム材に
より形成されている。
【００１４】
　１３は、被覆キャップ１１が所定の形状を維持することができるように被覆キャップ１
１の内周面に沿って配置された、金属材又は硬質プラスチック材等のような剛性のある材
料からなる円筒状の支持筒体であり、被覆キャップ１１の内周面に接合固定されている。
【００１５】
　ただし、支持筒体１３は被覆キャップ１１の内周面の全長にわたって配置されているの
ではなく、円周溝１１１及びその土手部１１２，１１３等と干渉しないように、被覆キャ
ップ１１に比べて短く形成されている。
【００１６】
　また、支持筒体１３には、後述する信号コネクタ２の側面に突設されているピン５と係
合する案内溝１３１が形成されている。案内溝１３１は、例えば図２に示されるように、
支持筒体１３の端部（被覆キャップ１１の開口端部１１ａに面する方の端部）に一端が開
口するＬ字状に形成されている。
【００１７】
　図３は、上述のように構成された防水キャップ１０が、内視鏡のコネクタ部１に突出形
成されている信号コネクタ２に取り付けられた状態の正面断面図、図４はその平面半断面
図であり、信号コネクタ２の側面に突設されたピン５に案内溝１３１を係合させて、被覆
キャップ１１を押し回すことによってその状態になる。
【００１８】
　信号コネクタ２は、コネクタ部１の外壁面から突出する円筒状の外筒壁４の内側に複数
の接点ピン３等が突設された構成になっていて、被覆キャップ１１の土手部１１２，１１
３が信号コネクタ２の基部付近に形成された受け面６に押し付けられて潰された状態にな
ることにより、その部分で被覆キャップ１１内が外部に対してシールされる。
【００１９】
　そのように被覆キャップ１１を信号コネクタ２に取り付ける際には、軟らかくて変形し
てしまい易い被覆キャップ１１の開口端部１１ａに硬質リング１２が装着されていること
により、被覆キャップ１１の開口端部１１ａが変形せず、被覆キャップ１１を信号コネク
タ２にスムーズに取り付けることができる。
【００２０】
　また、環状シール部１１５が外筒壁４の内周面に押し付けられて潰された状態になり、
その部分でも全周にわたるシールが行われて、土手部１１２，１１３のシール状態が破綻
したときの非常用のシール部として機能する。
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【００２１】
　このように構成された内視鏡の防水キャップは、内視鏡を洗浄する際に内視鏡のコネク
タ部１に容易に取り付けることができ、熱伝導率の低いゴム材からなる被覆キャップ１１
によって外装されているので、高温洗浄により内視鏡がある程度高温になっても触り易く
て、洗浄終了後には素手等で速やかに取り外すことができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の実施例の内視鏡の防水キャップの正面断面図である。
【図２】本発明の実施例の案内溝の展開図である。
【図３】本発明の実施例の内視鏡の防水キャップが内視鏡のコネクタ部に装着された状態
の正面断面図である。
【図４】本発明の実施例の内視鏡の防水キャップが内視鏡のコネクタ部に装着された状態
の平面半断面図である。
【符号の説明】
【００２３】
　１　コネクタ部
　２　信号コネクタ
　４　外筒壁
　５　ピン
　６　受け面
　１０　防水キャップ
　１１　被覆キャップ
　１１ａ　開口端部
　１２　硬質リング
　１３　支持筒体
　１１１　円周溝
　１１２，１１３　土手部
　１１５　環状シール部
　１３１　案内溝
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